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5  導入効果の分析 

３．の需要の試算及び，平成 26 年度調査で検討を行った「低炭素交通を導入した場合の効果」につ

いて，つくば市未来構想等の各種計画におけるまちづくりの方向性との関係を整理し，低炭素交通の必

要性及び導入の有効性について分析した。 

また，３．需要の試算，４．概算事業費の算定を踏まえ，ＣＯ2 排出削減量，収支及び費用対効果の

試算を行った。 

 

5.1  低炭素交通の導入によりまちづくりに期待される効果 

5.1.1  低炭素交通の導入により期待される効果 

低炭素交通導入によりまちづくりに期待される効果については，平成 26 年度調査において，以

下のように整理されている。（「公共交通サービスレベルの向上」を除く） 

 

（1） 住みたいまちとしての魅力向上 

（2） 低炭素まちづくりの推進 

（3） 中心市街地の活性化 

（4） 歩いて暮らせるまちづくりの推進 

（5） ユニバーサルデザインに基づくまちづくりの推進 

（6） イノベーション創出への貢献 

 

 

なお，１．のアンケート調査結果より，上記の 6すべての効果について一定のニーズがあり，特

に，「住みたいまちとしての魅力向上」，「中心市街地の活性化」，「歩いて暮らせるまちづくり

の推進」などへの期待が高くなっている。 
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図 5-1 低炭素交通が導入された場合に期待する効果【再掲】 

※選択肢のうち 3 つまで選択可 
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5.1.2  まちづくりの方向性との関係 

ここでは，つくば市が目指すまちづくりの方向性及び，低炭素交通導入により期待される効果と

の関係性を整理することで，つくば市における低炭素交通の必要性や有効性を検証する基礎資料と

する。 

つくば市が目指すまちづくりは，「つくば市未来構想（平成 27 年 3 月）」を基に整理する。 

 

(1) 住みたいまちとしての魅力向上 

「つくば市未来構想」では，未来の都市像として「住んでみたい 住み続けたいまち つくば」

が示されている。 

低炭素交通の導入は，利便性が高く魅力的な交通手段として，その実現に貢献することが期待

される。 

 

 
 

図 5-2 つくば市の未来の都市像 

 

出典：「つくば市未来構想」（平成 27 年 3月／つくば市） 
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(2) 低炭素まちづくりの推進 

「つくば市未来構想」では，まちづくりの理念として，持続可能な地球環境の実現に向け，環

境問題に積極的に対応したまちづくりを目指すことが掲げられている。 

低炭素交通の導入は，自動車からの転換促進により，その実現に貢献することが期待される。 

 

  

 

図 5-3 つくば市のまちづくりの理念（抜粋） 

出典：「つくば市未来構想」（平成 27 年 3月／つくば市） 
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(3) 中心市街地の活性化 

「つくば市未来構想」では，土地利用の方針として，中心部周辺エリアは，商業・業務機能を

集積させる『つくばコアエリア』に位置づけられている。 

中心部周辺エリアへの低炭素交通の導入は，まちのシンボルとして商業・業務機能の集積を促

し，中心市街地の活性化に貢献することが期待される。 

 

図 5-4 つくば市の土地利用の方針 

出典：「つくば市未来構想」（平成 27 年 3月／つくば市） 



71 

 

 

(4) 歩いて暮らせるまちづくりの推進 

「つくば市未来構想」では，土地利用構想の基本理念として「ハブアンドスポーク型都市構造」

を構築し，今後の少子高齢化の進行を踏まえ，集約型の都市構造への移行が示されている。 

低炭素交通の導入は，集約型都市構造への移行の支援や中心市街地の活性化による歩いて暮ら

せるまちづくりの推進に寄与することが期待される。 

 

図 5-5 つくば市の土地利用の基本理念 

出典：「つくば市未来構想」（平成 27 年 3月／つくば市） 
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(5) ユニバーサルデザインに基づくまちづくりの推進 

少子高齢化の進行を踏まえ，乗降時の段差などに配慮した低炭素交通を導入することで，ユニ

バーサルデザインに基づくまちづくりに貢献することが期待される。 

 

 

(6) イノベーション創出への貢献 

「つくば市未来構想」ではまちづくりの理念として，つくば市の研究・教育機関の集積などの

資源を生かし，世界のイノベーションをリードする拠点都市を目指すとしている。 

先進性の高い低炭素交通の導入により，イノベーション創出に貢献することが期待される。 

 

 

図 5-6 つくば市のまちづくりの理念（抜粋） 

 

出典：「つくば市未来構想」（平成 27 年 3月／つくば市） 

 

 

 

 


